





























Parents of Children with Epilepsy and Developmental Disability


































































































































































名前 性別 年代 婚姻 学歴 職業 子の年齢 発作種類 付随障害 程度 
安藤 女性 40 代前 既婚 大学 主婦 8 複雑部分 ディスレクシア 軽度 
井上 女性 30 代前 離婚 高校 契約社員 10 複雑部分 アスペルガー 軽度 
宇田川 女性 50 代後 既婚 大学 主婦 24 複雑部分 右側麻痺 軽度 
江頭 女性 40 代後 既婚 短大 主婦 15 全身発作 アスペルガー 中度 
小田（夫） 男性 40 代前 既婚 高校 調理師 16 複雑など 広汎性 中度 
小田（妻） 女性 40 代前 既婚 高校 パート 
川口（妻） 女性 60 代前 既婚 大学 公務員 38 ウェスト 知的障害 重度 
川口（夫） 男性 60 代前 既婚 大学 団体職員 
木下（妻） 女性 50 代後 既婚 大学 主婦 33 ウェスト 知的障害 重度 
木下（夫） 男性 60 代前 既婚 大学 会社員 
久米 女性 40 代後 既婚 短大 保育士 19 欠神発作 知的障害 中度 
剣持 女性 60 代前 離婚 大学 作業所 36 知的障害 重度 
小林（夫） 男性 30 代後 既婚 大学 会社員 5 ウェスト 重症心身 重度 
小林（妻） 女性 30 代後 既婚 大学 主婦    軽度 
佐上 女性 40 代後 既婚 短大 主婦 16 欠神発作 右側麻痺 軽度 
清水 女性 40 代後 既婚 短大 主婦 22 複雑部分 知的・精神 重度 
男性 40 代前 既婚 大学 自営業 6 レノックス 知的障害 中度 
女性 30 代前 既婚 大学 銀行員 9 部分 自閉症 軽度 
女性 40 代後 既婚 短大 看護師 15 全身発作 自閉症 軽度 
女性 60 代前 既婚 高校 主婦 28 全身発作 学習障害 軽度 
男性 60 代前 既婚 大学 公務員 自閉症 
女性 50 代後 既婚 大学院 パート 18  全身発作 知的障害 重度 
女性 60 代前 既婚 高校 主婦 31 全身発作 知的障害 重度 
男性 60 代前 既婚 大学 歯科医    
女性 50 代後 既婚 大学院 主婦 19 ウェスト 知的障害 中度 
女性 30 代前 既婚 大学 ST 4 ウェスト 重症心身 重症 
男性 30 代前 既婚 大学院 団体職員 
男性 30 代前 既婚 短大 銀行員 10 ウェスト 知的障害 中度 
女性 30 代前 既婚 高校 主婦 
女性 40 代前 既婚 短大 主婦 8 ウェスト 重症心身 重症 
男性 50 代後 別居 大学 弁護士 23 部分発作 知的障害 重度 
女性 40 代後 既婚 大学 自営業 15 全身発作 重症心身 重症 
男性 40 代後 既婚 大学 運転手 
※名前は全て仮名 















































































































































































































































































































































ラ イ ア ン ト 双 方 に 「 希 望 」 と い う 共 通 語
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